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尿閉をきた した巨大膀胱憩室の1例
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GIANT VESICAL  DIVERTICULUM  : A CASE REPORT
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      From the Department of Urology, Osaka National Hospital 

(Chief: Dr. M. Takaha)

   A case of giant vesical diverticulum is reported. A 31-year-old man was admitted with inter-

 mittent self-catheterization for 6 months duration due to urinary retention. A cystogram demon-

strated a giant solitary diverticulum extended left-posteriorly, which compressed the bladder outlet 

and caused obstruction. On cystoscopy, the neck of the diverticulum was seen postero-lateral to 

left ureteral orifice. There was no vesical trabeculation, but slight obstruction of the bladder neck 

was suspected secondary to intermittent self-catheterization. A diverticulectomy was carried out 

by combined approach without ureterocystoneostomy. The patient had no difficulty in voiding after 

the operation.
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緒 言

膀胱憩室はその成因から先天性と後天性に分類され

ているが,ど ちらに属するのか診断の困難な場合があ

る1・2).今回われわれは尿閉により6ヵ 月間,間 欠的

自己導尿を指導されていた31歳 男性の巨大膀胱憩室を

経験したので,若 干の文献的考察を加えて報告する.

症 例

患者:31歳,男 性

主訴:尿 閉の精査希望

家族歴 ・既往歴:特 記事項なし

現病歴:幼 少時 よりやや頻尿傾向にあったが,尿 線

狭小や排尿困難は認めなかった.1985年(30歳)頃 よ

り排尿困難が出現,1986年3月 頃から排尿困難の程度

はさらに強くなり,同 年4月 尿閉となった.近 医受診

するも原因不明のまま間欠的自己導尿の指導を受け,

以後4～5回/日,自 己導尿を続けた.同 年lo月 原因

精査を希望して当科を受診した.

入院時現症:下 腹部に手挙大,球 状,表 面平滑な腫

瘤を触知するが,導 尿後=に消失す る.前 立腺は胡桃

大,弾 性硬で,外 陰部および腰仙部に異常所見を認め

ない.四 肢,会 陰部の運動 。知覚障害も認めない.

入 院 時 検 査 成 績:一 般 検血RBC441×104/mmS,

Hb14.29/dl,Ht42.o%,wBc5,9001mm3,Plt

18.6x104/mm3,血 液 生 化 学Na139mEq/i,K3。9

mEq/l,CllllmEq/1,BuN16mg/dl,Cr12mgl

dl,尿 酸2・7mg/dl,T.P.6.49/dl,Alb4.19/dl,

GoTl81u/1,GPT151u/l,γ 一GTP331u/1,AIP

781ull,LDH1331u/1,検 尿 蛋 白(一),糖(一),

RBC2～4/hpf,wBC50～70/hpf.

x線 検 査所 見:排 泄 性 腎孟 造 影 で は 腎孟 腎 杯 お よび

尿 管に 異 常 を 認 め ず(Fig.1).逆 行 性 尿 道膀 胱 造影

で,膀 胱 憩 室 と 軽 度 の 膀 胱 頸 部 の 硬 化 像 を 認 め た

(Fig.2).膀 胱 造 影 で は斜 位 像 に て膀 胱 の 左 後方 に膀

胱 とほ ぼ 同大 の 巨大 な憩 室 を認 めた(Fig.3).

内視 鏡 所 見:膀 胱 容量 は 約600m1,17Frの 内視

鏡 は容 易 に挿 入 され た が,膀 胱 頸 部 の 軽い 狭 窄 を認 め

た.膀 胱 内 は粘 膜 正 常 で,肉 柱 形成 もな く,憩 室 口は

左尿 管 口の外 側 方 に認 め た.憩 室 内 も粘 膜 正 常 で,腫

蕩 や 結 石 な どは存 在 しな い(Fig.4).

以 上 の 検査 結 果 よ り,巨 大 膀 胱 憩 室 に よ る尿 閉 と診

断 し手 術 を施 行 した.

手 術 所 見:下 腹 部 正 中切 開 に て膀 胱 に達 し膀 胱 を開

き,憩 室 を 膀 胱 壁 内外 か ら のcombinedapproach

に よ り剥離 を す す め,そ の頸 部 か ら固有 膀 胱 壁 に近 い
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部分で切除 した.左 尿 管 口 と憩 室 口との距 離 は 十 分 あ

ったため尿 管膀 胱 新 吻 口術 は施 行 しな か った.摘 除 標

本は8x6x5cmで あ った(Fig.5).

組織所見:憩 室壁内面は移行上皮で被われ,固 有層

には局所的に中等度の炎症が認められた.壁 は大部分

が平滑筋により裏打ちされてお り,固 有層と筋層の間

は結合織で満たされていた(Fig.6).

術後経過:術 後40日 目の尿流量検査で,最 大排尿量

12m1/秒,平 均排尿量7ml!秒,残 尿量数mlと 排尿

状態は改善傾向にあり,検 尿所見および膀胱内圧検査

所見に異常を認めない.
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考 察
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膀胱憩室は膀胱内腔の部分的拡張をいい,そ の成因

は尿管口付近に生 じる膀胱壁筋層の部分的な発育障害

部位が存在 し,こ の部分が嚢状に押 し出されて形成さ

れると考えられている3).膀 胱憩室は先天性と後天性

とに分類されるが,そ の定義は一定でなく,一 般に下

部尿路通過障害を認めない場合を先天性とし,神 経因

性膀胱や前立腺肥大症などのように下部尿路通過障害

を認めるものを後天性としている場合が多い.し か し

ながらその区別は必ずしも容易ではなく1,2),本 症 例

においても同様で,後 天性膀胱憩室の可能性も完全に

は否定できないが,膀 胱頸部硬化症が尿路感染症に伴

い二次的に生 じたとするならぽ幼少時より頻尿傾向で

あったこと,膀 胱肉柱形成を全く認めないこと,膀 胱

内圧検査で異常を認めないことなどより先天性と考え

られる.

先天性膀胱憩室の本邦報告は40例1・2・4-14)あり男女

比は8.5=1と 男子に多く,発 症時の年齢は10歳 以下

Tablc1.年 齢 ・性 分 布

歳 男 女 計

一517219

-1012012

～20303

-30101

31以 上123

計34438

(不明2)

Tablc2.主 訴

尿 閉10例

発 熱9例

排 尿 痛7例

排 尿困難6例

膿 尿6例

頻 尿5例

血 尿5例

二段排尿4例

Table3.11歳 以 上の 先天 性 膀 胱 憩室 報 告 例

尿管 口VUR

との 関係

が多く,約 半数が5歳 までに発見されている(Table

1).=】三訴は排尿障害とVURに よる腎孟腎炎を含めた

尿路感染に大きく分かれる.約40%に 排尿困難や尿閉

を認め,若 年者における排尿障害はその原因として膀

胱憩室も考慮に入れる必要があると思われる(Table

2).本 症例の尿閉の機転に関しては,排 尿時に尿は尿

道よりもむ しろ憩室内に流入し憩室をさらに増大させ

膀胱頸部を後方より圧排するためと思われる5).VUR

を認めた症例は12例 でその うち10例 が憩室内尿管開口

の症例である.尿 管口と憩室rTの 関係は40例 中39例 が

尿管口付近に憩室口が存在し,そ の うち21例 が憩室内

尿管開口で尿管口と憩室口が分離 している症例は15例

であった.ll歳 以上の報告は7例 あり,幼 小児の症例

と比較し,排 尿に関する主訴が7例 中5例 と多く,ま

た1例 を除きVURを 認めないことが特徴といえる

(Table3).

巨大膀胱憩室の定義については一定の基準がなく,

大越 ・斉藤15)は超鷲卵大およびそれに匹敵するくらい

の大きさとし,市 川 ら16)はX線 撮影にさいして容量

150ml以 上の ものとしている.自 験例もそれらに準

じた.

最 後に治療法であるが,尿 路感染や排尿障害を伴う

ものは手術適応と考えられ,憩 室切除術と共に,憩 室

内尿管開口例,憩 室 口と尿管口の距離が十分でない症

例およびVURを 認める症例については尿管膀胱新

吻合術が必要である.自 験例では左尿管口と憩室口の

距離があ り尿管膀胱新吻合術を要 しなかった.Black-

10ckら17)は 尿閉を伴 う成人の膀胱憩室に対 して下部

尿路通過障害の軽度のものは憩室切除術のみで排尿状

態は改善され,特 に逆行性射精による不妊の問題から

若年者においては前立腺切除はすべきではないと述べ

ている.自 験例においても憩室切除のみで排尿状態は

改善され,膀 胱頸部硬化症に対してはその程度が軽い

ため積極的に治療は行わず,注 意深 く経過観察する予

定である.

結 語

Na報 告者 年齢 ・性 主 訴

尿閉により6ヵ 月間,間 欠的自己導尿を指導されて

いた31歳 男性巨大膀胱憩室の 正例を報告し,若 干の文

献的考察を加えた.
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木論 文の要 旨は,第118回 日本泌尿器科学 会関西地方会に

おいて発 表 した.
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